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み
な
さ
ん
は
、
糖
尿
病
に
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
す
か
？

「
食
事
制
限
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」、

「
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
一
生
、
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
様
々
な
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　

　

一
方
で
、
自
覚
症
状
が
な
い
な
ど
の

理
由
で
治
療
を
せ
ず
、
放
置
し
て
い
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
、
糖
尿

病
・
内
分
泌
代
謝
内
科
部
長
の
北
川
医

師
が
解
説
し
ま
す
。

Ｑ
・
糖
尿
病
と
は

Ａ
・
糖
尿
病
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
不
足
に
よ
っ
て
、
血
糖
値
が
高
い
病

態
が
続
く
病
気
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
は

膵す
い

臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、

体
内
で
唯
一
、
血
糖
値
を
下
げ
る
働
き

を
持
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
糖
の
流
れ
は

Ａ
・
三
大
栄
養
素
の
一
つ
炭
水
化
物
の

中
心
は
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。
私
た
ち
が
食

事
を
す
る
と
、
栄
養
素
の
一
部
は
、
ブ

ド
ウ
糖
と
な
っ
て
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
、

ブ
ド
ウ
糖
は
肝
臓
に
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

寝
て
い
る
間
な
ど
、
食
事
を
し
な
い
時

間
が
続
く
と
き
に
は
、
逆
に
肝
臓
か
ら

ブ
ド
ウ
糖
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て

ブ
ド
ウ
糖
は
、
食
事
を
し
た
と
き
も
、

し
て
い
な
い
と
き
も
、
常
に
血
液
中
を

流
れ
、
か
ら
だ
の
あ
ら
ゆ
る
臓
器
や
組

織
へ
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
血
糖
値
と
尿
糖
の
関
係
は

Ａ
・
血
糖
値
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
濃
度
を
表
し
た
数
値
で
す
。

　

血
液
中
の
糖
は
、
腎
臓
で
血
液
か
ら

濾ろ

過
さ
れ
る
過
程
で
水
分
と
と
も
に
体

に
再
吸
収
さ
れ
ま
す
が
、
血
糖
が
限
界

を
超
え
る
と
、
尿
糖
が
検
出
さ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
、
血
糖
値
が1

7
0
m
g
/
d
l

以

上
に
な
る
と
尿
に
糖
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
で
あ
る
か
ど
う
か
の
診
断
や
重

症
度
も
血
糖
値
に
よ
っ
て
判
断
し
ま
す
。

糖
尿
病
・
内
分
泌
代
謝
内
科

糖
尿
病
・
内
分
泌
代
謝
内
科  
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モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー)

の
測
定

を
行
う
と
思
い
ま
す
が
、
合
併
症
を
起

こ
さ
な
い
又
は
進
行
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、HbA1c

を
７
％
未
満

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｑ
・
糖
尿
病
の
治
療
薬
は

Ａ
・
こ
の
２
０
年
の
間
に
作
用
機
序
が

異
な
る
治
療
薬
が
、
次
々
に
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
糖
尿
病
の
治
療
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

　

従
来
は
、
内
服
薬
だ
け
で
は
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
十
分
に
改
善
で
き
ず
、

イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
が
必
要
だ
っ
た
ケ
ー

ス
が
、
内
服
薬
で
も
治
療
が
可
能
に

尿
病
で
、
次
に
多
い
の
は
、
１
型
糖
尿

病
で
す
。

Ｑ
・
糖
尿
病
の
自
覚
症
状
は

Ａ
・
２
型
糖
尿
病
で
は
多
く
の
場
合
は
、

初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
病
気
が
進
行
す
る
に

つ
れ
て
「
口
渇
」、「
多
飲
多
尿
」
、
「
倦

怠
感
」、「
体
重
減
少
」
な
ど
の
自
覚
症

状
が
現
れ
ま
す
。

Ｑ
・
早
期
治
療
の
必
要
性
は

Ａ
・
糖
尿
病
を
指
摘
さ
れ
て
い
て
も
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
治
療
せ
ず
放
置

し
て
お
く
と
、
合
併
症
を
発
症
し
進
行

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る

と
網
膜
症
（
最
悪
失
明
）
や
腎
不
全
に

な
り
、
最
終
的
に
は
人
工
透
析
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
合
併
症
を

発
症
す
る
と
完
全
に
戻
す
こ
と
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
早
期
治
療
が
重
要
な
の

で
す
。

Ｑ
・
合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
に
は

Ａ
・
健
康
診
断
や
糖
尿
病
の
た
め
通

院
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
２
カ
月

間
の
血
糖
値
を
反
映
す
るHbA1c(

ヘ

な
っ
た
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
も
改
良
さ
れ
、
以
前

よ
り
も
使
い
や
す
く
な
り
、
１
型
・
２

型
糖
尿
病
と
も
に
多
く
の
患
者
さ
ん
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
・
今
後
の
課
題
は

Ａ
・
新
し
い
薬
剤
に
よ
っ
て
糖
尿
病
は

治
療
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
新
し
い
薬
剤
は
高
額
で
、

１
錠
で
数
百
円
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
継
続
し
て
治
療
を

し
て
い
く
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
経
済
的
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
場
合
に
は
、
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
を
自
宅
で
継
続
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
ど
こ
ま

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る

で
し
ょ
う
。

読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

糖
尿
病
は
、
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

少
な
く
、
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
に
気
が

付
か
ず
に
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
の
た
め
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
・
糖
尿
病
の
種
類
は

Ａ
・
糖
尿
病
に
は
、
大
き
く
分
け
て
４

種
類
あ
り
ま
す
。

①
血
糖
値
を
制
御
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
が

全
く
、
又
は
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
る
こ

と
に
よ
り
血
糖
値
が
高
く
な
る
「
１
型

糖
尿
病
」。

②
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
加
齢
に
よ
っ
て

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
低
下
し
た
り
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
が
減
少
し
た
り

す
る
こ
と
で
起
こ
る
「
２
型
糖
尿
病
」

（
表
１
）。

③
妊
娠
中
に
一
過
性
に
血
糖
値
が
高
く

な
る
「
妊
娠
糖
尿
病
」。

④
「
そ
の
他
の
原
因
（
薬
剤
の
副
作
用
、

遺
伝
的
な
原
因
等
）」。

　

糖
尿
病
患
者
の
90
～
95
％
が
２
型
糖

表２　経口糖尿病治療薬数の変化

表１　２型糖尿病の発症
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― 市民のために　共に歩む病院 ―

当院の「認知症サポートチーム」は、脳神経内科・姉﨑医

師を中心に、認知症看護認定看護師、認知症リンクナース

や、薬剤師、社会福祉士などの多職種が強い結束力をもっ

て 2019 年７月より活動を開始しました。

週１回、チームで病棟ラウンドとカンファレンスを行い、様々

な困りごとに対応しています。当院は、急性期病院である

ため、突然の入院も多く、環境の変化や身体疾患から一時

的に認知症やせん妄症状の悪化がみられることがあります。

そのような症状にタイムリーに介入し、症状の軽減に努めて

います。

さまざまな原因による生活・社会課題に対して多職種で協

働・連携し、「本人の生きる世界」「出来事の背景」「抱えて

いる思い」をご本人から聴き推察し、関わることを心がけ

ています。

認知症サポートチームを紹介します！

新型Ｘ線透視装置を導入しました！

臨床検査科のスタッフ

【骨密度検査とは】

骨の中に含まれるカルシウムやリンな
ど、骨を構成する 「ミネラル」が、ど
の程度あるかを測定する検査です。
ミネラルが不足すると骨がもろくなり、
骨が折れやすくなります。骨密度を測
定することで骨量の減少を早期に発
見でき、骨粗しょう症の適切な予防
や治療を行うことが可能になります。

来院するときは、必ずマスクを着用

してください。入口では、入館前に

体温の測定と症状の確認を行い、

手指衛生をお願いしています。

感染防止対策にご理解・

ご協力をお願いします。

院内の感染対策を
強化しています !

おねおね
がいがい

今号の今号の
表紙表紙
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当院では、バリウム検査などで使用

されるＸ線透視装置を使い、骨密

度測定もできる装置を導入しました。

この装置はＤＥＸＡ法 (２種類の異

なるエネルギーのＸ線を照射し、骨

密度を測定する方法）を用いて、腰

の骨（腰椎）と太もものつけ根（大

腿骨近位部）の２部位を撮影し骨密

度を計測します。

また、ＤＥＸＡ法は骨密度測定の中

でもっとも精度が高い測定法といわ

れています。

しかし、体内に金属等がある場合、

骨密度の正確な測定ができないた

め、撮影部分に体内金属（脊椎固定

具、人工股関節など）がある場合は、

事前にお申し出ください。

PICKPICK
UPUP


